























1950 年代の労働映画を概観する。第 3 節は，労働組合による自主製作映画の主な作品を産業別組











































travail”（労働を映像化する）と題する映画祭を 2009 年以来毎年開催している。7 ～ 10 日間にもおよぶ，ヨーロッ
パでも最大規模を誇るこの労働映画祭では，フランスのみならず世界各国の労働映画が幅広い視野から選択され，

















まっている。1950 年を出発点とするその後の 10 年は，主要工業国において，第 2 次世界大戦後の
混乱期に終止符が打たれ，冷戦体制のもとで，戦後社会が本格的な安定と発展への端緒を切り開い












































































は，1948 年 5 月企画決定（国労第 4 回定期大会），9 月脚本第一稿提出（第 8 回中央委員会），12



















（６）　「国鉄労組記録映画紹介　号笛鳴りやまず」『国鉄文化』第 13 号，1949 年 1 月，50-51 頁。
（７）　映画製作の決定は，1948 年 5 月 30 日～ 6 月 2 日にかけて奈良で開催された第 4 回定期大会で行なわれた。こ
の決定を受けて，国労本部は新世界映画社に製作を委嘱し，脚本は労映が担当することとなった。同年 9 月 28 日，
第 8 回中央委員会（金沢）に脚本第一稿が提出され，大筋の承認を受けた後，労映製作団と国労映画製作委員会と




　表 1，表 2 は，1950 年代の労働映画を概観するために，主な労働映画のタイトルと製作者を一覧
表に整理したものである。「労働組合が関与した作品」「一般公開の劇場映画」「記録映画，教育映






労働映画作品が作られた。そのピークは 1953 ～ 54 年であった（８）。























（ICFTU）は 1949 年の結成から 5 年を経た 1954 年に，国際労働映画研究所（International Labour Film Institute）
を設立した。各国の労働組合が製作した映画の目録を作成し，それらをフィルム・ライブラリーに集約すること
も，その任務の 1 つであった。また，各国労働組合の映画活動促進と相互交流のために，同研究所主催による国際















































































































































































































































































































を委嘱した短編劇映画『進一とその家族』（1953 ／ 30 分）がそれである。監督は中川順夫，音楽
を三木鶏郎が担当している。この作品は，事故にあって操車場の転轍手から構内踏切の警手に配置















はなかった。後に，内部向けの情報誌『国労時報』（№ 322，1959 年 3 月 31 日）の「文教特集号」
は，「映画製作について」という項を設け，その冒頭で次のように述べている。
　　 「現在の（視聴覚）活動の中心は，フィルム貸出事業による映写活動にかたよっていて，映画











（９）　「『曠野の誓い』に対する反響」『国鉄文化』通巻 29 号，1951 年 3 月号，56-57 頁。
（１０）　機関車乗務員独自の交渉権獲得をはじめとする職能的利害の追求をめざして，国労組織内の職能別協議会の
































秋にベルハウエル社製 16 ミリ撮影機フィルモ 70DR（１３）を購入した。
　最初は，「撮影機をどのように利用したらよいか，明確な方針はなく」，まず手始めの試みとし
て，「第 21 回中央委員会」（1956），「第 7 回全国大会」（1957）という会議ものの映画が作られた。
（１１）　「座談会　労組映画の課題は何か」『全電通文化』通巻第 5 号，1955 年 6 月号，5-6 頁。
（１２）　林（1959）。














ほか，1958 年参議院選挙のキャンペーンにも活用され，全国で約 40 万人がこの映画を鑑賞したと
いう（１４）。
　次いで，翌 1959 年には，鹿児島県の火山灰地を舞台に，機関車労組と農民たちとの交流を描く







闘う機関車』は，教宣部の 2 人のスタッフが組合所有の 16 ミリ撮影機 1 台を駆使し，1958 年 2 月










作品であった。1950 年代に入って，海員組合はこの系譜に連なる作品を 2 つ作っている。『北洋に
働く人々』（1954 ／ 20 分），『船を動かす人たち』（1957 ／ 32 分）の 2 作品である。
（１４）　『雪と闘う機関車』の迫真の映像は，鉄道映画の名作として，鉄道ファンや記録映画関係者からも高い評価を
受け，日本デジタルコミュニケーションズ『DVD 鉄道映画名作集 1』にも収録されている。
































人 33 円のカンパを募って 300 万円の資金を拠出し，キヌタ・プロと共同で製作にあたった『女ひ

































石炭増産のために苦闘する炭鉱労働者たちの姿を描いた『1954 年九州炭田』（1954 ／ 20 分），九州
北部の炭鉱地域の小学校長期欠席児童の生活と，彼らを学校に復帰させるために力を注ぐ教職員，
地域の人々の活動の記録，『ボタ山の絵日記』（1957 ／ 39 分），エネルギー転換の中の生産合理化







































として，『清らかに美しく』（1949 年，21 分）と『白雪先生と子供たち』（1950 ／ 89 分）が作られ
た。






























こ学校』（1952 ／ 105 分），広島で被爆した少年少女の文集「原爆の子」をもとに映画化した反戦
映画『ひろしま』，（1953 ／ 104 分），寒村の中学校を舞台に教育の反動性に立ち向かう教師と生徒
たちの姿を描く『ともしび』（1954 ／ 97 分）がある。
　これらの作品は，独立プロの最盛期の作品として，広く話題となった。とりわけ，『ひろしま』













　全銀連合（全国銀行従業員組合連合会）は 1954 年 5 月の大会で自主製作の劇映画に取り組むこ

























車』（1953 ／ 104 分）を製作した。この作品は，若くて正義感の強い郵便外務員と貯金課に勤める
女子職員のカップルを中心に，職場生活の矛盾に取り組む労働組合の姿を描いている。
　『春雪』（1950 ／ 87 分），『こぶしの花の咲くころ』（1956 ／ 105 分）の 2 つの作品も労働組合が
協力した青春映画である（前者は私鉄総連東急労組，後者は電産労組が協力）。しかしながら，前
者は，「佳作ではあるが，いまひとつテーマへの突っ込みが足りない」と評され，特に駅を舞台と
（２０）　全銀連は，銀行従業員の 9 割を組織する，都市銀行・地方銀行・特殊銀行労組の連合体として，1947 年に結
成された。50 年代には，産業別横断組織としての機能を強めながら，「ホワイトカラー・ミリタント」と呼ばれる
戦闘的な運動を展開していた。しかし，自主映画製作に取り組んでいた 54 年の統一賃金闘争を境に，大手企業労
組の離反が生じ，56 年 7 月に組織を解散した。














デー』（1952 ／ 20 分，メーデー映画製作委員会），『1953 年メーデー』（1953 ／ 13 分，記録映画製
作協議会），『1954 年メーデー』（1954 ／ 20 分，記録映画製作協議会），『1955 年メーデー』（1955
／ 25 分，日本記録映画作家協会，企画：総評）の 4 本が作られた。
　このほかに，同種の記録映画としては，『京浜労働者』（1953 ／ 45 分，記録教育映画製作協議会，
協力：総評神奈川県評，同加盟組合），『松川事件　真実は壁を透して』（1954 ／ 162 分，松川事件









































































ていた。そんな矢先に，映画サークル運動を大きく揺るがす事件が起きた。1957 年 8 月の環境衛
生法成立を契機に設立された各地の環境衛生興業組合が，映画サークル協議会に対して団体割引の
停止を通告してきたことである。この措置によって，各地の映画サークル協議会の会員数は激減す
る。例えば，14 万人の会員数を誇っていた東京映画愛好会連合は 1 年後の 1958 年には会員数 3 万
5 千人にまで勢力を後退させ（２８），福岡映画サークル協議会は，同時期に会員数が 3 万人から 3 千人













（２７）　「3 つの鑑賞活動（映画，演劇，音楽）への期待と批判」『全電通文化』第 18 号，1957 年 9 月号，17 頁。











































































（３２）　国際社会史研究所（International Institute of Social History）の国際自由労連（ICFTU）アーカイブには，














川述文夫（1959）「二つの組織を」『サークル村』第 2 巻第 9 号，1959 年 9 月，25-26 頁。
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